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ボストンの建築家フィールライト（Edmund N. Wheelwright）が 1901 年に著した『学校建築』に










仕切りを外して使用することがあった。たとえば，ニューヨーク市の第 165 公立学校（写真 1）は，
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図 1 のように，「上階は 6 から 8 の教室に分かれており，スライド式ドアによって集会室としても使
用できるようになっている」（Wheelwright 1901: 118）。





この H 型校舎を開発したのは，ニューヨーク市教育委員会の校舎管理官（Superintendent of 















にした集会場が設けられるようになったことがあげら 写真 2（Stieber 2012）










センターとしての講堂という目的（community center auditorium purposes）」に合致した校舎であっ
た（Perkins 1915: 293-294）。1900 年代に入ると教育委員会も，地上階に集会場を設置することを
基準とするようになっていた（Nelson 1988: 21-22）。
図 2 は，パーキンスの設計によるイリノイ州エヴァンストン第 76 学区にあるオークトン・スクー
ルの図面である。集会場が校舎一階の中央に位置し，その両脇に教室が配置されている。集会室の
ステージは幼稚園兼用となっていた。写真 3 はステージ兼幼稚園から集会場を写したものである 4。









図 3 は校舎の 1 階，図 4 は 2 階の図面である。講堂は校舎中央に位置し，二階建てであった。二
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図 3（Dutton 1902: 32）
図 4（Dutton 1902: 34）









その後の動向を見てみると，1919 年には，1908-1917 年の間に“American School Board Journal”
誌に報告された 126 の小学校校舎を対象とする空間構成についての調査報告が出されている（Koos 
1919）。その中では，校舎に配置されている各種の部屋の数と割合が，1908-1912 年と 1913-1917 年












1 万人未満のコミュニティでは，「講堂あるいは集会室」がある学校が，1908-1912 年は 7 校（う
ち舞台があるのは 5 校）で 25.9％，1913-1917 年は 15 校（うち舞台があるのは 14 校）に増えて
51.7％となっている。1 万人以上のコミュニティでは，1908-1912 年は 17 校（うち舞台があるのは
12 校）で 53.1％，1913-1917 年は 19 校（舞台はすべてに設置）で 50.0％となっている。また，「体
育館と講堂の併用」は，1908-1912 年は 1 校，1913-1917 年は 2 校となっている。合計では，1917
年の時点で「講堂あるいは集会室」がある学校は 58 校の 46.0％，うち舞台があるものが 50 校の
39.7％であった（Koos 1919: 15）。限られたデータではあるが，1917 年頃にはコミュニティの大小
写真 4（Columbia University, 
Teachers College 1912: 7）
写真 5（Russell, et al. 1902: 8）




たのは上から，1. 教室，2. 衣装室，3. 男女トイレ，4. 校長室，5. 教員室，6. 備品室，7. 女子遊戯室であっ
た。その後にくるのが講堂あるいは集会室であった（Koos 1919: 21-22）。この結果をふまえて，小
学校の校舎に最低限設置されているのは，教室，衣装室，校長室，教員室，備品室，男女トイレの 6
つとされる。10,000 人以上の都市については，この 6 つに講堂や集会室を加えることができる（Koos 
1919: 23）。
このような普及を背景として，1917 年にニューヨーク州では，「教室が 8 つ以上ある校舎の設計
においては，集会室か講堂のどちらかを用意すべきである。教室が 8 に満たない場合は，全児童を
集会において収容できる一つの部屋か，二つ以上をつなげる部屋がなければならない」と規定され






























































































































ボン協会（School Audubon Society）」6 といった「学校プロジェクト」に，とくに興味をもった子ど

































































付記：本稿は，平成 24 年度日本学術振興会科学研究費補助金・基盤研究（C）による研究「20 世紀
初頭のアメリカの小学校における講堂と多目的室の出現過程に関する史的研究」（研究代表者：宮本
健市郎，課題番号：23531031）の成果の一部である。




おいても，「講堂あるいは集会における活動（auditorium or assembly exercises）」（Nifenecker 1917: 11）という表
現にみるように，講堂と集会は峻別されていない。基本的にここでは「講堂」を用い，適宜「集会場」や「集会室」
を用いることとする。
2　 アメリカ学校建築史は，近代的な学年制の教室が標準化されてゆく 1789-1921 年の第 1 期と，進歩主義の理念と実
践が学校建築に影響を実際に与えていく 1921 年以降の第 2 期に分けられるという見解もある。この場合も，第 2 期





5　 たとえば，警察，消防署，水道局，政治家，博物館，美術館などから講演者が派遣された（Nifenecker 1917: 31-
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